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２  食事の提供に関する施設別の留意点の実践例 

１ 保育所 

保育所における食事の提供は、集団としての側面を持ちつつも、年齢差及び個人差が大きいこと、

離乳食、食物アレルギーのある子どもや障害のある子ども等への配慮が必要な場合があり、柔軟に対

応できることが大切である。栄養士の配置のない施設においても、自治体の主管課の栄養士や地域の

保健所等に相談するなどして配慮をしていく必要がある。 

 

（１）個人への対応の配慮 

保育所における食事の提供にあたっては、特に、離乳食、食物アレルギーのある子ども、体調不

良の子ども等について、個別の配慮が必要であり、保護者との面接等を通して、状況を把握し適切

な内容の食事を提供することが求められる。また、あわせて保護者に対する支援を行うことも重要

である。 

保育所では、子どもの食事の状況（摂取量、食べ方等）、身体状況等を観察することを通して、  

個別に対応が必要な子どもを把握し、適切な対応をとることが重要である。こうした食事状況、身

体状況等を観察する場合は、定期的に多職種間で情報を共有しながら行うことが求められる。  

 

（２）保護者に対する支援・地域における子育て支援 

保育所保育指針において、「保育所における保護者への支援は、保育士等の業務であり、その専

門性を生かした子育て支援の役割は、特に重要なものである。」とされている。保育所に入所する

子どもの保護者に対する支援及び地域の子育て家庭への支援について、職員間の連携を図りながら

積極的に取り組むことが求められている。 

保育所での子どもの食事の様子や、保育所が食育に関してどのように取り組んでいるかを伝える

ことは、家庭での食育の関心を高めていくことにつながり、家庭からの食生活に関する相談に応じ

ることも必要である。特に個別の配慮が必要な子どもの保護者には、連携とともに支援をしていく

必要がある。 

また、地域の子育て家庭においては、子どもの食生活に関する悩み等が子育て不安の一因になる

ことがあり、食生活に関する支援は子育ての不安を軽減することにつながる。このような観点から、

保育所の管理栄養士・栄養士、調理員など、食事の提供に関わる職員も保護者に対する支援、地域

における子育て支援において、その専門性を発揮することができる。 

 

（３）多職種の連携 

保育所における食事の提供において、子どもの状況を十分に把握し、それを食事に反映させるに

は、多職種の連携が必要である。管理栄養士・栄養士等が、実際に子どもの喫食状況を見て、把握、

判断することが栄養管理を行う上で望ましいが、現実の業務では、難しいこともある。そのような

場合には、子どもに直接関わる保育士等が観察した情報を共有し、管理栄養士・栄養士等と連携し

て対応するという体制をとることも考えられる。 

また、食育の観点からは、保育所における食育をより豊かに展開するためには、子どもの家庭・

地域住民との連携・協力に加えて、地域の保健センター・保健所・医療機関、学校等の教育機関、

地域の商店や食事に関する産業、さらに地域の栄養・食生活に関する多職種と連携・協力を得るこ

とも有効である。この場合、主管課の管理栄養士・栄養士の協力を得ることも効果的である。保育

所に管理栄養士・栄養士が配置されている場合には、その専門性を十分に発揮し、これらとの連絡

調整の業務を積極的に行うことが期待される。


